
３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.３1
テキストページ

２）刈払機の燃料運搬

燃料は危険物であり、運搬には、

ＵＮマークが表示さている容器を使用

① 性能試験済みの危険物運搬容器

② 国際勧告(ＵＮ規格)に適合

③ 消防法の基準を準拠

日光に当た
ると気化して、
キャップを開
けた時に噴き
出し危険です。
ペットボト

ル容器は破裂
する場合があ
り、危険性が
高い

禁止: ペットボトルに混合油(燃料)を

入れ、車内に置くと日光で気化ガス
化して破裂の危険性が増加。法令違
反になる

危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示 平成24年03月30日現在
（容器の特例）第六十八条の二の二
三 第四類の危険物のうち第三石油類、第四石油類又は動植物油類を収納する最大容
積五リットル以下の耐油性の容器 36

農作業安全に関する指導者向け研修 第2章 労働安全の基本



 伐木作業者以外は、

樹高の2倍を確保して退避

 チェーンソー作業する時は

防護ズボン又はチャップスを使用

 枝切りは跳ね返り防止ガードのある物を

使用すると危険性が減少

３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.３4～３5
テキストページ

３）チェーンソー

退避距離
2h=32m

H=16m

h=16m
45
゜

跳ね返り
防止ガード

枝切り用充電式

伐採者以外

37

農作業安全に関する指導者向け研修 第2章 労働安全の基本



 フレコンを吊って運ぶと、リフト転倒のおそれがある

ことから、パレットに載せ移動

３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.３6～38
テキストページ

４）フォークリフト

6度の
傾斜で、
12度の振
れとした

平地でカーブする、
傾斜地で運搬する

平地の直進運搬

支点

力点
(荷の重さ)

作用点
(ﾘﾌﾄの浮き上がり)

パレットに載せて運搬する
と荷の落下の危険は小さい

フレコンが
横振れして
リフト転倒
の恐れ有り

38

農作業安全に関する指導者向け研修 第2章 労働安全の基本



1. 作業域を明確にして(区画する)、作業域に人が進入しない

ようにバリケードを設置

2. 人が通る通路を明示し、作業域に近づかないように誘導

３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.38～39
テキストページ

５）ホイールローダー・ショベルローダー
(四駆・建設機械) (前駆・荷役運搬機械)

A2
A1

歩行通路

39

農作業安全に関する指導者向け研修 第2章 労働安全の基本

機械作業域と人が
入る所を区分する



 積載型トラッククレーンは、荷を吊りジブを旋回させた

場合に転倒する可能性

 作業場所の状況を確認して作業計画を立て、前方領域及

び側方領域は極力使用しない配置

 アウトリガーは最大限張り出し、前輪と敷板の接地の効

き具合を、足により確認

 吊り上げ荷重は、ジブの許容荷重以下で使用し、荷引き

を行なわない

６）積載型トラッククレーン

３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.40～４3
テキストページ

前輪を接地させ
てアウトリガーを
水平にし、クレー
ン操作前に自身の
足で敷板の効き具
合を確認する

40

農作業安全に関する指導者向け研修 第2章 労働安全の基本



1. 吊上げ前に荷から離れる(２ｍ)

2. 吊上げ「地切り」で、吊具の弛みと当り、荷の重心を確認

3. 吊り荷の後をついて歩く(前を歩き転んだ場合、落ちた荷で圧死)

4. 吊り荷に近づかない、手を掛けない、荷の下に入らない

5. 吊り荷の位置・向き変えは、引き紐や棒を掛けて行う

６）床上操作式クレーン

３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.40～４3
テキストページ

④荷の後ろをついて
移動する(3m離れ)

⑤引き紐を使い、荷
の振れを押さえ安
定させる

②地切りし
て止める

①
離
れ
ま
す

③吊具弛み、
重心位置を見て、
安定を確認する

２m

３～５cm
1tﾌﾚｺﾝ
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農作業安全に関する指導者向け研修 第2章 労働安全の基本



 玉掛けに使用する吊り具は、使用前・使用後に、劣化・

破損（写真を参照）等がないことを確認して、異常時は

廃棄

 定期点検(シーズン前)は点検者を決め、同じ目線

で良否を判断

 吊り具ではない「台付けワイヤー、ラッシング

ベルト」で、荷の吊り上げを行なわない

７）玉掛け

３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.44～46
テキストページ

素線切れ ストランド

42

農作業安全に関する指導者向け研修 第2章 労働安全の基本



○ 飛行前に(見通しの悪い)ほ場を一周し、状況把握と有視界

飛行を行うための操縦者の移動経路を決定

○ 経路の障害（段差・丈の長い草等）の除去等の対策を実施

1. 障害物と目視出来ない場所及び有視界飛行の操縦者の移動

経路を作業前に現地確認し、作業計画を作成

2. 操縦者と補助者の合図方法を確かめ、

思い込みや「たぶん大丈夫」を排除

3. 離着陸点の表示と、

離着陸時は機体から距離を確保

(目安機体の２倍５ｍ以上)

８）産業用無人ヘリコプター、産業用マルチローター(通称ドローン)

３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.48～49
テキストページ
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農作業安全に関する指導者向け研修 第2章 労働安全の基本

離着陸の失敗で機体が
オペレータに飛来を予測する

機体長の
２倍を目安



保管容量55%にす
ると、皆さんは余
裕含め60%にされ
ると思います、
それで良いです

リチュウムポリマーバッテリー(ＬiＢ)の温度や保管

1. 温度の定義 低温は0ﾟCから高温は40ﾟCまで

2. 使用条件 充電時温度25℃、シーズン中の使用後容量50%

3. 長期保管温度 ２２～２８℃ (湿度40～50％、参考GDI製)

4. 保管中の放電 保管温度25℃での自然放電は1％/月程度

保管10ヶ月の容量は55％にする(使用時は45～55%)

☆発火や破裂の起きるリスクは、過充電、満充電で放置、

バッテリ低温で充電、落下などの衝撃を受け

て高くなる

８）産業用無人ヘリコプター、産業用マルチローター(通称ドローン)

３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.48～49
テキストページ

(低温充電は発火リスク有、高温保管は劣化が進み寿命半分になる)

２５゜C

金属製保管庫
(冷温庫)に温度
設定25ﾟCで電池
を庫内保管する
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農作業安全に関する指導者向け研修 第2章 労働安全の基本



 砥石の交換を行う作業は、取り付け後の破損が多く発生。使用前の

空運転による破損確認が必要であり、労働者は特別教育が必要

 砥石が破損した場合、作業者や周囲の人に直接当たらない様にする

為、カバーを取り付け、割れた場合を想定して、砥石の正面に自身

の体を置かないことを意識

 砥石異常(特に振動)に気付いたら、異常な砥石は破棄

 砥石は使用限度前に交換

９）ディスク・両頭グラインダー、高速カッター(高速切断機)

３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.50～51
テキストページ

体の軸
砥石の
軸方向

砥石の正面

に体を置かない。
砥石が破損した
ら、飛散する破
片の多くは正面
に飛び危険

外径31cm100%
19cm  61%
17cm  55%
15cm 43%

高速カッターの
砥石外径の大き
さと研削能力

45

19cmで新
しくする

農作業安全に関する指導者向け研修 第2章 労働安全の基本



 交流アーク溶接機は自動電撃防止装置を使用 (法令遵守)

直流でも電撃防止の使用が必要

 アーク溶接装置の接地、

溶接棒ホルダーに破損・焼け、

その電線外れ・切れがない事を

確認（日常点検と整備）

作業には防塵マスク(国検の印)、溶接用革手袋、

遮光面を使用し身体保護

 防火シートを使用し

周囲を養生

１０）アーク溶接

３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.52～53
テキストページ

溶接用革手袋

自動遮光面

(内蔵)自動電撃防止装置の機能
無負荷で安全電圧になる

溶接電圧30V
安全
電圧25V

無
負
荷
電
圧

始動時間

80V

安全
電圧25V

80V

感電で
死なない

感電した
ら死ぬ
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農作業安全に関する指導者向け研修 第2章 労働安全の基本

使い捨て
防塵マスク

その場を離れる時は、溶接棒を外して
ホルダーを防火シート等で包み絶縁して電源切る



 シーズン前に高所作業機・道具を整備

ブームなど下降した時に身体が挟まれる場合、

ブームの支柱にブロック(枕木も可)を挟む

 作業前点検を行い、記録を残す

 作業機の作業台上では、台の端までの長さに胴ベルト安全帯の

ロープ長さを調節(台から体が落ちない長さにする)

 開閉ゲートのロックレバーを掛け、作業時にも確認

 枝葉の突き刺しを防止に、防災面や保護メガネを使用

 転落に対する頭部の保護に、ヘルメットを使用

１１）高所作業

農作業安全に関する指導者向け研修 第２章 労働安全の基本

３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.54
テキストページ

47
かぶり防災面
クリアータイプ

ヘルメット
後付防災面

胴ベルト型安全帯の
ベルトの通し方

ロープを短く

ロックレバー
を掛ける


